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誰
も
が
ど
こ
で
も
豊
か
さ
を
実
感
で
き

る
社
会
」、「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
れ
る

こ
と
な
く
生
き
が
い
を
感
じ
る
こ
と
の

で
き
る
包
摂
的
な
社
会
」
の
構
築
を
進

め
、「
新
た
な
日
常
」
を
通
じ
た
「
質
」

の
高
い
経
済
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、

「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
」

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
を
着

実
に
実
行
し
、
成
長
戦
略
実
行
計
画
を

は
じ
め
と
す
る
成
長
力
の
強
化
を
図
り
、

新
し
い
働
き
方
・
暮
ら
し
方
、
５
Ｇ
の

早
期
展
開
を
推
進
し
、
地
域
イ
ン
フ
ラ

の
維
持
、
中
小
企
業
等
の
生
産
性
向
上

を
進
め
、
経
済
・
財
政
再
生
計
画
を
着

実
に
実
行
し
、
社
会
保
障
な
ど
分
野
ご

と
の
改
革
に
取
り
組
み
、「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
下
で
の
危
機
克
服

と
新
し
い
未
来
」
を
目
指
す
と
と
も
に
、

地
方
創
生
を
推
進
す
る
た
め
、
観
光
・

農
林
水
産
業
の
活
性
化
や
中
小
規
模
事

業
者
へ
の
支
援
を
行
い
、
グ
ロ
ー
バ
ル

経
済
社
会
と
の
連
携
を
推
進
す
る
と
し

て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
第
１
回
遠
別
町
議
会
定
例

会
に
お
い
て
、
町
政
執
行
に
関
す
る
考

え
方
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を

紹
介
し
ま
す
。

　
世
界
の
経
済
は
、
昨
年
か
ら
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、感
染
の
抑
制
を
目
的
に
渡
航
制
限
、

外
出
自
粛
や
営
業
自
粛
等
が
実
施
さ

れ
、
需
給
の
両
面
で
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク

が
起
き
て
お
り
、
東
日
本
大
震
災
の
よ

う
な
災
害
や
世
界
金
融
危
機
と
は
異
な

る
新
た
な
経
済
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
、
全

世
界
に
お
い
て
経
済
が
低
迷
し
、
異
次

元
の
経
済
危
機
に
発
展
し
て
お
り
ま

す
。

　
国
の
経
済
に
お
い
て
も
、
感
染
症
拡

大
の
甚
大
な
影
響
を
受
け
、
休
業
者
の

大
幅
な
増
加
に
よ
る
雇
用
情
勢
、
海
外

経
済
全
体
の
減
速
に
よ
り
、
極
め
て
厳

し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
当
面
は
、

休
業
者
や
失
業
者
を
は
じ
め
国
民
の
雇

用
を
守
り
抜
く
こ
と
を
最
優
先
に
、
デ

フ
レ
脱
却
と
経
済
再
生
の
道
筋
を
確
か

な
も
の
と
す
る
た
め
、
経
済
・
財
政
一

体
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
国
内
に
お
い
て
も
、

医
療
従
事
者
を
対
象
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
先
行
接

種
が
開
始
さ
れ
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代

の
新
し
い
未
来
に
向
け
、「
個
人
が
輝
き
、

　
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
社
会
の
情

勢
を
踏
ま
え
つ
つ
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時

代
を
見
据
え
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と

な
る
「
第
６
期
遠
別
町
総
合
計
画
」
を

は
じ
め
、「
遠
別
町
総
合
戦
略
」、「
遠
別

町
強
靱
化
計
画
」
を
基
に
、
町
民
の
皆

様
と
共
に
実
行
し
、
新
し
い
時
代
の
流

れ
を
力
と
し
て
、
未
来
に
生
き
る
子
ど

も
た
ち
へ
引
き
継
ぐ
た
め
、「
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
か
っ
て
、
積
極

的
な
事
業
の
展
開
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
次
の
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
１
点
目
は
、
昨
年
度
よ
り
着
手
し
て

い
る
町
立
診
療
所
建
設
に
向
け
た
「
実

施
設
計
」
を
行
う
と
と
も
に
、
周
辺
施

設
の
撤
去
及
び
仮
設
駐
車
場
の
整
備
を

実
施
し
ま
す
。

　
２
点
目
は
、
防
災
対
策
と
し
て
は
、

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
新

た
な
防
災
行
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
歌

越
・
丸
松
に
設
置
す
る
雨
量
遠
方
監
視

シ
ス
テ
ム
を
更
新
し
、
防
災
力
の
強
化

を
図
り
ま
す
。

　
３
点
目
は
、
中
学
校
の
建
設
に
向
け

た
既
存
施
設
の
「
校
舎
・
屋
体
耐
力
度

調
査
」
を
実
施
す
る
ほ
か
、
保
護
者
の

負
担
軽
減
を
図
る
た
め「
給
食
費
」・「
中

学
校
指
定
物
品
」
へ
の
助
成
を
実
施
し

ま
す
。

　
遠
別
町
の
次
の
時
代
へ
夢
と
希
望
を

持
ち
続
け
、
未
来
を
見
据
え
、「
孫
・

子
に
残
せ
る
遠
別
」
を
目
指
し
、
安
心

安
全
で
活
力
あ
る
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

☆
　
新
規
就
農
者
・
後
継
者
対
策

　
　
〇
　
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事

業
、
農
業
後
継
者
対
策
事
業

　
　
　
　（
新
規
就
農
者
の
確
保
、
農

業
後
継
者
の
育
成
）

　
　
〇
　
新
規
就
農
者
経
営
発
展
支
援

事
業

　
　
　
　（
事
業
終
了
後
の
就
農
者
へ

土
地
購
入
や
機
械
借
り
上
げ

等
へ
の
支
援
）

☆
　
水
稲
・
畑
作

　
　
〇
　
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事

業
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
交
付
金
事
業

　
　
　
　（
農
地
の
効
率
的
な
活
用
、
生

産
基
盤
の
強
化
、
条
件
不
利

地
への
支
援
）

　
　
〇
　
農
地
整
備
事
業

　
　
　
　（
地
域
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
に

　
　
　
　
よ
る
小
規
模
事
業
へ
の
支
援
、

区
画
整
理
や
暗
渠
排
水
等
の

基
盤
を
整
備
）

は
じ
め
に

☆
　
土
地
改
良
区

　
　
〇
　
第
１
・
第
２
頭
首
工
の
改
良

事
業

　
　
　
　（
共
栄
・
久
光
地
区
水
利
施
設

整
備
事
業
へ
の
支
援
を
継
続
）

☆
　
酪
農
・
畜
産

　
　
〇
　
畜
産
振
興
対
策
事
業
へ
の
支

援
を
継
続

　
　
　
　（
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
、
酪

農
伝
染
病
予
防
対
策
事
業
、

後
継
牛
確
保
対
策
事
業
）

　
　
〇
草
地
畜
産
基
盤
整
備
事
業

　
　
　
　（
草
地
改
良
・
暗
渠
排
水
や

施
設
整
備
へ
支
援
）

☆
　
林
業

　
　
〇
　
民
有
林
整
備
推
進
事
業
へ
の

助
成

　
　
〇
　「
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用

に
向
け
た
基
本
方
針
」
に
基

づ
く
政
策

　
　
　
・
森
林
整
備
の
推
進

　
　
　
・
木
材
利
用
の
普
及

　
　
　
・
人
材
育
成
や
担
い
手
確
保

☆
　
有
害
鳥
獣
対
策

　
　
〇
　
狩
猟
免
許
の
新
規
取
得
者
へ

の
助
成
を
継
続

　
　
〇
　
猟
友
会
と
連
携
し
、
新
規
狩

猟
者
の
育
成
及
び
被
害
防
止

☆
　
水
産
業

　
　
〇
　
漁
港
上
架
施
設
周
辺
の
整
備

　
　
〇
　
遠
別
漁
港
の
整
備
促
進
を
図

る
要
請
活
動
等

　
　
〇
　「
遠
別
地
域
マ
リ
ン
ビ
ジ
ョ

ン
計
画
」
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
の
支
援

☆
　
商
工
業

　
　
〇
　
景
気
浮
揚
地
域
経
済
活
性
化

対
策
事
業

　
　
　
　（
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
へ
の

助
成
を
継
続
）

　
　
〇
　
外
国
人
技
能
実
習
生
受
入
対

策
協
議
会
へ
の
支
援
を
継
続

　
　
　
　（
外
国
人
が
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
）

　
　
〇
　
起
業
化
支
援
事
業
補
助
金

　
　
　
　（
開
業
経
費
負
担
の
軽
減
）

☆
　
観
光

　
　
〇
　
道
の
駅「
え
ん
べ
つ
富
士
見
」

　
　
　
　（
観
光
・
交
流
拠
点
と
し
て
、

地
域
の
情
報
発
信
・
観
光
Ｐ

Ｒ
を
実
施
）

　
　
〇
　
青
年
部
連
携
事
業
に
よ
る
地

域
活
性
化
へ
の
活
動
支
援
を

継
続

　
　
〇
　
ま
ち
づ
く
り
応
援
寄
附
金

　
　
　
　（
ふ
る
さ
と
納
税
）

☆
　
地
域
住
民
の
交
通
機
関
再
生
運
行

業
務
の
継
続

　
　（
町
が
主
体
と
な
り
デ
マ
ン
ド
バ

ス
を
運
行
）

☆
　
情
報
通
信
強
化

　
　（
シ
ス
テ
ム
更
新
に
よ
り
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
専
用
ア

プ
リ
で
の
地
域
情
報
の
受
信
が
可

能
と
な
っ
た
た
め
利
用
を
促
進
）

☆
　
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
促

進

　
　（
緊
急
度
の
高
い
町
道
・
歩
道
や

老
朽
化
し
て
い
る
橋
梁
を
計
画
的

に
補
修
・
整
備
）

☆
　
住
宅
環
境

　
　
〇
　
港
団
地
に
１
棟
４
戸
を
建
設
、

幸
和
団
地
１
棟
４
戸
を
解
体

　
　
〇
　
港
団
地
２
棟
４
戸
の
屋
根
張

替
及
び
外
壁
塗
装

　
　
〇
　
幸
和
団
地
の
駐
車
場
整
備

　
　
〇
　
民
間
賃
貸
住
宅
建
設
助
成
支

援
事
業
の
実
施

　
　
〇
　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

の
継
続

☆
　
水
道
事
業

　
　
〇
　
水
道
管
の
移
設

　
　
　
　（
道
道
名
寄
遠
別
線
奥
島
橋

架
け
替
え
に
伴
う
移
設
）

　
　
〇
　
水
道
管
路
図
デ
ジ
タ
ル
化
を

継
続

　
　
　
　（
水
道
配
水
管
の
適
正
な
管

理
と
業
務
の
効
率
化
、
漏
水

や
災
害
発
生
時
の
対
応
強

化
）

☆
　
下
水
道
事
業

　
　
〇
　
マ
サ
ロ
ベ
ツ
排
水
区
及
び
中

学
校
川
排
水
区
の
整
備

　
　
　
　（
遠
別
町
特
定
環
境
保
全
公

共
下
水
道
事
業
計
画
に
基
づ

い
た
浸
水
対
策
）

　
　
〇
　
雨
水
対
策
の
強
化

　
　
　
　（
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
に
基
づ
き
浄
化
セ
ン
タ

ー
改
修
）

☆
　
防
災
対
策

　
　
〇
　
歌
越
・
丸
松
に
設
置
す
る
雨

量
遠
方
監
視
シ
ス
テ
ム
の
更

新

　
　
〇
　
賞
味
期
限
を
向
か
え
る
防
災

備
蓄
食
料
品
等
の
導
入

　
　
〇
　
自
主
防
災
組
織
運
営
交
付
金

事
業
の
継
続

☆
　
地
方
創
生
・
人
口
減
少
対
策

　
　
〇
　
結
婚
・
出
産
祝
金
授
与
の
継

続

　
　
〇
　
妊
婦
一
般
健
康
診
査
等
費
用

の
無
料
化

　
　
〇
　
妊
婦
健
康
診
査
等
交
通
費
用

助
成
金
制
度
の
継
続

　
　
〇
　
乳
幼
児
〜
高
校
生
ま
で
の
医

療
費
無
料
化
の
継
続

☆
　
児
童
福
祉

　
　
〇
　
認
定
こ
ど
も
園
「
き
ら
り
」

の
保
育
料
軽
減
措
置
の
継
続

☆
　
高
齢
者
福
祉

　
　
〇
　
旭
温
泉
の
無
料
入
浴
券
配
布

の
継
続

　
　
〇
　
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成

の
継
続

☆
　
検
診
事
業

　
　
〇
　
各
種
が
ん
検
診
・
予
防
接
種

や
特
定
健
診
・
脳
検
診
の
自

己
負
担
額
無
料
化

　
　
〇
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

一
部
無
料
化

☆
　
遠
別
町
立
国
保
病
院

　
　
〇
　
町
立
病
院
か
ら
町
立
診
療
所

へ
の
建
設
に
向
け
た
実
施
計

画
策
定

　
　
〇
　
看
護
師
就
労
奨
励
金
制
度
の

継
続

☆
　
遠
別
町
総
合
教
育
会
議
を
通
じ
、

教
育
委
員
会
と
の
連
携
強
化

☆
　
中
学
校
校
舎
の
屋
体
耐
力
度
調
査

実
施
、
立
地
の
選
定
を
含
め
た
中

学
校
建
設
の
検
討

☆
　
学
校
教
育
の
充
実

　
　
〇
　
小
・
中
学
校
の
補
助
教
材
購

入
補
助
の
継
続

　
　
〇
　
給
食
費
、
中
学
校
指
定
物
品

へ
の
助
成

　
　
〇
　
遠
別
農
業
高
等
学
校
教
育
振

興
会
への
助
成
継
続

☆
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
及
び
英
語
教
育

　
　
〇
　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
（
小
学

校
）

　
　
　
　（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
研
究

実
践
校
と
し
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援

員
の
協
力
）

　
　
〇
　
小
学
校
低
学
年
か
ら
の
英
語

教
育
支
援

　
　
　
　（
英
語
指
導
助
手
の
配
置
）

☆
　
合
宿
の
ふ
る
さ
と
事
業

　
　（
町
外
団
体
の
合
宿
受
入
れ
の
拡

充
、
合
宿
団
体
への
助
成
）

☆
　
地
域
力
の
維
持
・
強
化

　
　
〇
　
学
習
支
援
事
業

　
　
　
　（
小
・
中
学
校
の
学
力
向
上
、

学
習
の
常
習
化
に
向
け
た
取

り
組
み
の
推
進
）

☆
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
　
　（
募
集
目
的
と
な
る
地
域
活

動
の
概
要
を
示
し
、
応
募
者

の
定
住
に
向
け
、
主
体
性
を

重
視
し
、
事
業
を
推
進
）

☆
　
行
政
サ
ー
ビ
ス
ポ
イ
ン
ト
事
業

　
　（「
た
ま
〜
る
カ
ー
ド
」
シ
ス
テ
ム
と

の
連
携
）

☆
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
双
方
向
シ
ス
テ

ム
、
広
報
紙
等
を
活
用
し
た
情
報

発
信
を
積
極
的
に
実
施

　
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
役
割
を

認
識
し
、「
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効

果
」
を
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

遠
別
町
長
　
笹
　
川
　
洸
　
志

時
代
を
拓
く
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誰
も
が
ど
こ
で
も
豊
か
さ
を
実
感
で
き

る
社
会
」、「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
れ
る

こ
と
な
く
生
き
が
い
を
感
じ
る
こ
と
の

で
き
る
包
摂
的
な
社
会
」
の
構
築
を
進

め
、「
新
た
な
日
常
」
を
通
じ
た
「
質
」

の
高
い
経
済
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、

「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
」

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
を
着

実
に
実
行
し
、
成
長
戦
略
実
行
計
画
を

は
じ
め
と
す
る
成
長
力
の
強
化
を
図
り
、

新
し
い
働
き
方
・
暮
ら
し
方
、
５
Ｇ
の

早
期
展
開
を
推
進
し
、
地
域
イ
ン
フ
ラ

の
維
持
、
中
小
企
業
等
の
生
産
性
向
上

を
進
め
、
経
済
・
財
政
再
生
計
画
を
着

実
に
実
行
し
、
社
会
保
障
な
ど
分
野
ご

と
の
改
革
に
取
り
組
み
、「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
下
で
の
危
機
克
服

と
新
し
い
未
来
」
を
目
指
す
と
と
も
に
、

地
方
創
生
を
推
進
す
る
た
め
、
観
光
・

農
林
水
産
業
の
活
性
化
や
中
小
規
模
事

業
者
へ
の
支
援
を
行
い
、
グ
ロ
ー
バ
ル

経
済
社
会
と
の
連
携
を
推
進
す
る
と
し

て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
第
１
回
遠
別
町
議
会
定
例

会
に
お
い
て
、
町
政
執
行
に
関
す
る
考

え
方
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を

紹
介
し
ま
す
。

　
世
界
の
経
済
は
、
昨
年
か
ら
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、感
染
の
抑
制
を
目
的
に
渡
航
制
限
、

外
出
自
粛
や
営
業
自
粛
等
が
実
施
さ

れ
、
需
給
の
両
面
で
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク

が
起
き
て
お
り
、
東
日
本
大
震
災
の
よ

う
な
災
害
や
世
界
金
融
危
機
と
は
異
な

る
新
た
な
経
済
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
、
全

世
界
に
お
い
て
経
済
が
低
迷
し
、
異
次

元
の
経
済
危
機
に
発
展
し
て
お
り
ま

す
。

　
国
の
経
済
に
お
い
て
も
、
感
染
症
拡

大
の
甚
大
な
影
響
を
受
け
、
休
業
者
の

大
幅
な
増
加
に
よ
る
雇
用
情
勢
、
海
外

経
済
全
体
の
減
速
に
よ
り
、
極
め
て
厳

し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
当
面
は
、

休
業
者
や
失
業
者
を
は
じ
め
国
民
の
雇

用
を
守
り
抜
く
こ
と
を
最
優
先
に
、
デ

フ
レ
脱
却
と
経
済
再
生
の
道
筋
を
確
か

な
も
の
と
す
る
た
め
、
経
済
・
財
政
一

体
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
国
内
に
お
い
て
も
、

医
療
従
事
者
を
対
象
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
先
行
接

種
が
開
始
さ
れ
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代

の
新
し
い
未
来
に
向
け
、「
個
人
が
輝
き
、

　
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
社
会
の
情

勢
を
踏
ま
え
つ
つ
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時

代
を
見
据
え
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と

な
る
「
第
６
期
遠
別
町
総
合
計
画
」
を

は
じ
め
、「
遠
別
町
総
合
戦
略
」、「
遠
別

町
強
靱
化
計
画
」
を
基
に
、
町
民
の
皆

様
と
共
に
実
行
し
、
新
し
い
時
代
の
流

れ
を
力
と
し
て
、
未
来
に
生
き
る
子
ど

も
た
ち
へ
引
き
継
ぐ
た
め
、「
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
か
っ
て
、
積
極

的
な
事
業
の
展
開
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
次
の
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
１
点
目
は
、
昨
年
度
よ
り
着
手
し
て

い
る
町
立
診
療
所
建
設
に
向
け
た
「
実

施
設
計
」
を
行
う
と
と
も
に
、
周
辺
施

設
の
撤
去
及
び
仮
設
駐
車
場
の
整
備
を

実
施
し
ま
す
。

　
２
点
目
は
、
防
災
対
策
と
し
て
は
、

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
新

た
な
防
災
行
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
歌

越
・
丸
松
に
設
置
す
る
雨
量
遠
方
監
視

シ
ス
テ
ム
を
更
新
し
、
防
災
力
の
強
化

を
図
り
ま
す
。

　
３
点
目
は
、
中
学
校
の
建
設
に
向
け

た
既
存
施
設
の
「
校
舎
・
屋
体
耐
力
度

調
査
」
を
実
施
す
る
ほ
か
、
保
護
者
の

負
担
軽
減
を
図
る
た
め「
給
食
費
」・「
中

学
校
指
定
物
品
」
へ
の
助
成
を
実
施
し

ま
す
。

　
遠
別
町
の
次
の
時
代
へ
夢
と
希
望
を

持
ち
続
け
、
未
来
を
見
据
え
、「
孫
・

子
に
残
せ
る
遠
別
」
を
目
指
し
、
安
心

安
全
で
活
力
あ
る
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

☆
　
新
規
就
農
者
・
後
継
者
対
策

　
　
〇
　
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事

業
、
農
業
後
継
者
対
策
事
業

　
　
　
　（
新
規
就
農
者
の
確
保
、
農

業
後
継
者
の
育
成
）

　
　
〇
　
新
規
就
農
者
経
営
発
展
支
援

事
業

　
　
　
　（
事
業
終
了
後
の
就
農
者
へ

土
地
購
入
や
機
械
借
り
上
げ

等
へ
の
支
援
）

☆
　
水
稲
・
畑
作

　
　
〇
　
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事

業
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
交
付
金
事
業

　
　
　
　（
農
地
の
効
率
的
な
活
用
、
生

産
基
盤
の
強
化
、
条
件
不
利

地
への
支
援
）

　
　
〇
　
農
地
整
備
事
業

　
　
　
　（
地
域
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
に

　
　
　
　
よ
る
小
規
模
事
業
へ
の
支
援
、

区
画
整
理
や
暗
渠
排
水
等
の

基
盤
を
整
備
）

は
じ
め
に

☆
　
土
地
改
良
区

　
　
〇
　
第
１
・
第
２
頭
首
工
の
改
良

事
業

　
　
　
　（
共
栄
・
久
光
地
区
水
利
施
設

整
備
事
業
へ
の
支
援
を
継
続
）

☆
　
酪
農
・
畜
産

　
　
〇
　
畜
産
振
興
対
策
事
業
へ
の
支

援
を
継
続

　
　
　
　（
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
、
酪

農
伝
染
病
予
防
対
策
事
業
、

後
継
牛
確
保
対
策
事
業
）

　
　
〇
草
地
畜
産
基
盤
整
備
事
業

　
　
　
　（
草
地
改
良
・
暗
渠
排
水
や

施
設
整
備
へ
支
援
）

☆
　
林
業

　
　
〇
　
民
有
林
整
備
推
進
事
業
へ
の

助
成

　
　
〇
　「
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用

に
向
け
た
基
本
方
針
」
に
基

づ
く
政
策

　
　
　
・
森
林
整
備
の
推
進

　
　
　
・
木
材
利
用
の
普
及

　
　
　
・
人
材
育
成
や
担
い
手
確
保

☆
　
有
害
鳥
獣
対
策

　
　
〇
　
狩
猟
免
許
の
新
規
取
得
者
へ

の
助
成
を
継
続

　
　
〇
　
猟
友
会
と
連
携
し
、
新
規
狩

猟
者
の
育
成
及
び
被
害
防
止

☆
　
水
産
業

　
　
〇
　
漁
港
上
架
施
設
周
辺
の
整
備

　
　
〇
　
遠
別
漁
港
の
整
備
促
進
を
図

る
要
請
活
動
等

　
　
〇
　「
遠
別
地
域
マ
リ
ン
ビ
ジ
ョ

ン
計
画
」
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
の
支
援

☆
　
商
工
業

　
　
〇
　
景
気
浮
揚
地
域
経
済
活
性
化

対
策
事
業

　
　
　
　（
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
へ
の

助
成
を
継
続
）

　
　
〇
　
外
国
人
技
能
実
習
生
受
入
対

策
協
議
会
へ
の
支
援
を
継
続

　
　
　
　（
外
国
人
が
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
）

　
　
〇
　
起
業
化
支
援
事
業
補
助
金

　
　
　
　（
開
業
経
費
負
担
の
軽
減
）

☆
　
観
光

　
　
〇
　
道
の
駅「
え
ん
べ
つ
富
士
見
」

　
　
　
　（
観
光
・
交
流
拠
点
と
し
て
、

地
域
の
情
報
発
信
・
観
光
Ｐ

Ｒ
を
実
施
）

　
　
〇
　
青
年
部
連
携
事
業
に
よ
る
地

域
活
性
化
へ
の
活
動
支
援
を

継
続

　
　
〇
　
ま
ち
づ
く
り
応
援
寄
附
金

　
　
　
　（
ふ
る
さ
と
納
税
）

☆
　
地
域
住
民
の
交
通
機
関
再
生
運
行

業
務
の
継
続

　
　（
町
が
主
体
と
な
り
デ
マ
ン
ド
バ

ス
を
運
行
）

☆
　
情
報
通
信
強
化

　
　（
シ
ス
テ
ム
更
新
に
よ
り
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
専
用
ア

プ
リ
で
の
地
域
情
報
の
受
信
が
可

能
と
な
っ
た
た
め
利
用
を
促
進
）

☆
　
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
促

進

　
　（
緊
急
度
の
高
い
町
道
・
歩
道
や

老
朽
化
し
て
い
る
橋
梁
を
計
画
的

に
補
修
・
整
備
）

☆
　
住
宅
環
境

　
　
〇
　
港
団
地
に
１
棟
４
戸
を
建
設
、

幸
和
団
地
１
棟
４
戸
を
解
体

　
　
〇
　
港
団
地
２
棟
４
戸
の
屋
根
張

替
及
び
外
壁
塗
装

　
　
〇
　
幸
和
団
地
の
駐
車
場
整
備

　
　
〇
　
民
間
賃
貸
住
宅
建
設
助
成
支

援
事
業
の
実
施

　
　
〇
　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

の
継
続

☆
　
水
道
事
業

　
　
〇
　
水
道
管
の
移
設

　
　
　
　（
道
道
名
寄
遠
別
線
奥
島
橋

架
け
替
え
に
伴
う
移
設
）

　
　
〇
　
水
道
管
路
図
デ
ジ
タ
ル
化
を

継
続

　
　
　
　（
水
道
配
水
管
の
適
正
な
管

理
と
業
務
の
効
率
化
、
漏
水

や
災
害
発
生
時
の
対
応
強

化
）

☆
　
下
水
道
事
業

　
　
〇
　
マ
サ
ロ
ベ
ツ
排
水
区
及
び
中

学
校
川
排
水
区
の
整
備

　
　
　
　（
遠
別
町
特
定
環
境
保
全
公

共
下
水
道
事
業
計
画
に
基
づ

い
た
浸
水
対
策
）

　
　
〇
　
雨
水
対
策
の
強
化

　
　
　
　（
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
に
基
づ
き
浄
化
セ
ン
タ

ー
改
修
）

☆
　
防
災
対
策

　
　
〇
　
歌
越
・
丸
松
に
設
置
す
る
雨

量
遠
方
監
視
シ
ス
テ
ム
の
更

新

　
　
〇
　
賞
味
期
限
を
向
か
え
る
防
災

備
蓄
食
料
品
等
の
導
入

　
　
〇
　
自
主
防
災
組
織
運
営
交
付
金

事
業
の
継
続

☆
　
地
方
創
生
・
人
口
減
少
対
策

　
　
〇
　
結
婚
・
出
産
祝
金
授
与
の
継

続

　
　
〇
　
妊
婦
一
般
健
康
診
査
等
費
用

の
無
料
化

　
　
〇
　
妊
婦
健
康
診
査
等
交
通
費
用

助
成
金
制
度
の
継
続

　
　
〇
　
乳
幼
児
〜
高
校
生
ま
で
の
医

療
費
無
料
化
の
継
続

☆
　
児
童
福
祉

　
　
〇
　
認
定
こ
ど
も
園
「
き
ら
り
」

の
保
育
料
軽
減
措
置
の
継
続

☆
　
高
齢
者
福
祉

　
　
〇
　
旭
温
泉
の
無
料
入
浴
券
配
布

の
継
続

　
　
〇
　
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成

の
継
続

☆
　
検
診
事
業

　
　
〇
　
各
種
が
ん
検
診
・
予
防
接
種

や
特
定
健
診
・
脳
検
診
の
自

己
負
担
額
無
料
化

　
　
〇
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

一
部
無
料
化

☆
　
遠
別
町
立
国
保
病
院

　
　
〇
　
町
立
病
院
か
ら
町
立
診
療
所

へ
の
建
設
に
向
け
た
実
施
計

画
策
定

　
　
〇
　
看
護
師
就
労
奨
励
金
制
度
の

継
続

☆
　
遠
別
町
総
合
教
育
会
議
を
通
じ
、

教
育
委
員
会
と
の
連
携
強
化

☆
　
中
学
校
校
舎
の
屋
体
耐
力
度
調
査

実
施
、
立
地
の
選
定
を
含
め
た
中

学
校
建
設
の
検
討

☆
　
学
校
教
育
の
充
実

　
　
〇
　
小
・
中
学
校
の
補
助
教
材
購

入
補
助
の
継
続

　
　
〇
　
給
食
費
、
中
学
校
指
定
物
品

へ
の
助
成

　
　
〇
　
遠
別
農
業
高
等
学
校
教
育
振

興
会
への
助
成
継
続

☆
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
及
び
英
語
教
育

　
　
〇
　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
（
小
学

校
）

　
　
　
　（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
研
究

実
践
校
と
し
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援

員
の
協
力
）

　
　
〇
　
小
学
校
低
学
年
か
ら
の
英
語

教
育
支
援

　
　
　
　（
英
語
指
導
助
手
の
配
置
）

☆
　
合
宿
の
ふ
る
さ
と
事
業

　
　（
町
外
団
体
の
合
宿
受
入
れ
の
拡

充
、
合
宿
団
体
への
助
成
）

☆
　
地
域
力
の
維
持
・
強
化

　
　
〇
　
学
習
支
援
事
業

　
　
　
　（
小
・
中
学
校
の
学
力
向
上
、

学
習
の
常
習
化
に
向
け
た
取

り
組
み
の
推
進
）

☆
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
　
　（
募
集
目
的
と
な
る
地
域
活

動
の
概
要
を
示
し
、
応
募
者

の
定
住
に
向
け
、
主
体
性
を

重
視
し
、
事
業
を
推
進
）

☆
　
行
政
サ
ー
ビ
ス
ポ
イ
ン
ト
事
業

　
　（「
た
ま
〜
る
カ
ー
ド
」
シ
ス
テ
ム
と

の
連
携
）

☆
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
双
方
向
シ
ス
テ

ム
、
広
報
紙
等
を
活
用
し
た
情
報

発
信
を
積
極
的
に
実
施

　
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
役
割
を

認
識
し
、「
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効

果
」
を
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

遠
別
町
長
　
笹
　
川
　
洸
　
志

時
代
を
拓
く
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誰
も
が
ど
こ
で
も
豊
か
さ
を
実
感
で
き

る
社
会
」、「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
れ
る

こ
と
な
く
生
き
が
い
を
感
じ
る
こ
と
の

で
き
る
包
摂
的
な
社
会
」
の
構
築
を
進

め
、「
新
た
な
日
常
」
を
通
じ
た
「
質
」

の
高
い
経
済
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、

「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
」

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
を
着

実
に
実
行
し
、
成
長
戦
略
実
行
計
画
を

は
じ
め
と
す
る
成
長
力
の
強
化
を
図
り
、

新
し
い
働
き
方
・
暮
ら
し
方
、
５
Ｇ
の

早
期
展
開
を
推
進
し
、
地
域
イ
ン
フ
ラ

の
維
持
、
中
小
企
業
等
の
生
産
性
向
上

を
進
め
、
経
済
・
財
政
再
生
計
画
を
着

実
に
実
行
し
、
社
会
保
障
な
ど
分
野
ご

と
の
改
革
に
取
り
組
み
、「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
下
で
の
危
機
克
服

と
新
し
い
未
来
」
を
目
指
す
と
と
も
に
、

地
方
創
生
を
推
進
す
る
た
め
、
観
光
・

農
林
水
産
業
の
活
性
化
や
中
小
規
模
事

業
者
へ
の
支
援
を
行
い
、
グ
ロ
ー
バ
ル

経
済
社
会
と
の
連
携
を
推
進
す
る
と
し

て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
第
１
回
遠
別
町
議
会
定
例

会
に
お
い
て
、
町
政
執
行
に
関
す
る
考

え
方
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を

紹
介
し
ま
す
。

　
世
界
の
経
済
は
、
昨
年
か
ら
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、感
染
の
抑
制
を
目
的
に
渡
航
制
限
、

外
出
自
粛
や
営
業
自
粛
等
が
実
施
さ

れ
、
需
給
の
両
面
で
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク

が
起
き
て
お
り
、
東
日
本
大
震
災
の
よ

う
な
災
害
や
世
界
金
融
危
機
と
は
異
な

る
新
た
な
経
済
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
、
全

世
界
に
お
い
て
経
済
が
低
迷
し
、
異
次

元
の
経
済
危
機
に
発
展
し
て
お
り
ま

す
。

　
国
の
経
済
に
お
い
て
も
、
感
染
症
拡

大
の
甚
大
な
影
響
を
受
け
、
休
業
者
の

大
幅
な
増
加
に
よ
る
雇
用
情
勢
、
海
外

経
済
全
体
の
減
速
に
よ
り
、
極
め
て
厳

し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
当
面
は
、

休
業
者
や
失
業
者
を
は
じ
め
国
民
の
雇

用
を
守
り
抜
く
こ
と
を
最
優
先
に
、
デ

フ
レ
脱
却
と
経
済
再
生
の
道
筋
を
確
か

な
も
の
と
す
る
た
め
、
経
済
・
財
政
一

体
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
国
内
に
お
い
て
も
、

医
療
従
事
者
を
対
象
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
先
行
接

種
が
開
始
さ
れ
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代

の
新
し
い
未
来
に
向
け
、「
個
人
が
輝
き
、

　
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
社
会
の
情

勢
を
踏
ま
え
つ
つ
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時

代
を
見
据
え
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と

な
る
「
第
６
期
遠
別
町
総
合
計
画
」
を

は
じ
め
、「
遠
別
町
総
合
戦
略
」、「
遠
別

町
強
靱
化
計
画
」
を
基
に
、
町
民
の
皆

様
と
共
に
実
行
し
、
新
し
い
時
代
の
流

れ
を
力
と
し
て
、
未
来
に
生
き
る
子
ど

も
た
ち
へ
引
き
継
ぐ
た
め
、「
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
か
っ
て
、
積
極

的
な
事
業
の
展
開
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
次
の
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
１
点
目
は
、
昨
年
度
よ
り
着
手
し
て

い
る
町
立
診
療
所
建
設
に
向
け
た
「
実

施
設
計
」
を
行
う
と
と
も
に
、
周
辺
施

設
の
撤
去
及
び
仮
設
駐
車
場
の
整
備
を

実
施
し
ま
す
。

　
２
点
目
は
、
防
災
対
策
と
し
て
は
、

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
新

た
な
防
災
行
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
歌

越
・
丸
松
に
設
置
す
る
雨
量
遠
方
監
視

シ
ス
テ
ム
を
更
新
し
、
防
災
力
の
強
化

を
図
り
ま
す
。

　
３
点
目
は
、
中
学
校
の
建
設
に
向
け

た
既
存
施
設
の
「
校
舎
・
屋
体
耐
力
度

調
査
」
を
実
施
す
る
ほ
か
、
保
護
者
の

負
担
軽
減
を
図
る
た
め「
給
食
費
」・「
中

学
校
指
定
物
品
」
へ
の
助
成
を
実
施
し

ま
す
。

　
遠
別
町
の
次
の
時
代
へ
夢
と
希
望
を

持
ち
続
け
、
未
来
を
見
据
え
、「
孫
・

子
に
残
せ
る
遠
別
」
を
目
指
し
、
安
心

安
全
で
活
力
あ
る
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

☆
　
新
規
就
農
者
・
後
継
者
対
策

　
　
〇
　
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事

業
、
農
業
後
継
者
対
策
事
業

　
　
　
　（
新
規
就
農
者
の
確
保
、
農

業
後
継
者
の
育
成
）

　
　
〇
　
新
規
就
農
者
経
営
発
展
支
援

事
業

　
　
　
　（
事
業
終
了
後
の
就
農
者
へ

土
地
購
入
や
機
械
借
り
上
げ

等
へ
の
支
援
）

☆
　
水
稲
・
畑
作

　
　
〇
　
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事

業
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
交
付
金
事
業

　
　
　
　（
農
地
の
効
率
的
な
活
用
、
生

産
基
盤
の
強
化
、
条
件
不
利

地
への
支
援
）

　
　
〇
　
農
地
整
備
事
業

　
　
　
　（
地
域
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
に

　
　
　
　
よ
る
小
規
模
事
業
へ
の
支
援
、

区
画
整
理
や
暗
渠
排
水
等
の

基
盤
を
整
備
）

☆
　
土
地
改
良
区

　
　
〇
　
第
１
・
第
２
頭
首
工
の
改
良

事
業

　
　
　
　（
共
栄
・
久
光
地
区
水
利
施
設

整
備
事
業
へ
の
支
援
を
継
続
）

☆
　
酪
農
・
畜
産

　
　
〇
　
畜
産
振
興
対
策
事
業
へ
の
支

援
を
継
続

　
　
　
　（
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
、
酪

農
伝
染
病
予
防
対
策
事
業
、

後
継
牛
確
保
対
策
事
業
）

　
　
〇
草
地
畜
産
基
盤
整
備
事
業

　
　
　
　（
草
地
改
良
・
暗
渠
排
水
や

施
設
整
備
へ
支
援
）

☆
　
林
業

　
　
〇
　
民
有
林
整
備
推
進
事
業
へ
の

助
成

　
　
〇
　「
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用

に
向
け
た
基
本
方
針
」
に
基

づ
く
政
策

　
　
　
・
森
林
整
備
の
推
進

　
　
　
・
木
材
利
用
の
普
及

　
　
　
・
人
材
育
成
や
担
い
手
確
保

☆
　
有
害
鳥
獣
対
策

　
　
〇
　
狩
猟
免
許
の
新
規
取
得
者
へ

の
助
成
を
継
続

　
　
〇
　
猟
友
会
と
連
携
し
、
新
規
狩

猟
者
の
育
成
及
び
被
害
防
止

☆
　
水
産
業

　
　
〇
　
漁
港
上
架
施
設
周
辺
の
整
備

　
　
〇
　
遠
別
漁
港
の
整
備
促
進
を
図

る
要
請
活
動
等

　
　
〇
　「
遠
別
地
域
マ
リ
ン
ビ
ジ
ョ

ン
計
画
」
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
の
支
援

☆
　
商
工
業

　
　
〇
　
景
気
浮
揚
地
域
経
済
活
性
化

対
策
事
業

　
　
　
　（
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
へ
の

助
成
を
継
続
）

　
　
〇
　
外
国
人
技
能
実
習
生
受
入
対

策
協
議
会
へ
の
支
援
を
継
続

　
　
　
　（
外
国
人
が
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
）

　
　
〇
　
起
業
化
支
援
事
業
補
助
金

　
　
　
　（
開
業
経
費
負
担
の
軽
減
）

☆
　
観
光

　
　
〇
　
道
の
駅「
え
ん
べ
つ
富
士
見
」

　
　
　
　（
観
光
・
交
流
拠
点
と
し
て
、

地
域
の
情
報
発
信
・
観
光
Ｐ

Ｒ
を
実
施
）

　
　
〇
　
青
年
部
連
携
事
業
に
よ
る
地

域
活
性
化
へ
の
活
動
支
援
を

継
続

　
　
〇
　
ま
ち
づ
く
り
応
援
寄
附
金

　
　
　
　（
ふ
る
さ
と
納
税
）

☆
　
地
域
住
民
の
交
通
機
関
再
生
運
行

業
務
の
継
続

　
　（
町
が
主
体
と
な
り
デ
マ
ン
ド
バ

ス
を
運
行
）

☆
　
情
報
通
信
強
化

　
　（
シ
ス
テ
ム
更
新
に
よ
り
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
専
用
ア

プ
リ
で
の
地
域
情
報
の
受
信
が
可

能
と
な
っ
た
た
め
利
用
を
促
進
）

☆
　
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
促

進

　
　（
緊
急
度
の
高
い
町
道
・
歩
道
や

老
朽
化
し
て
い
る
橋
梁
を
計
画
的

に
補
修
・
整
備
）

☆
　
住
宅
環
境

　
　
〇
　
港
団
地
に
１
棟
４
戸
を
建
設
、

幸
和
団
地
１
棟
４
戸
を
解
体

　
　
〇
　
港
団
地
２
棟
４
戸
の
屋
根
張

替
及
び
外
壁
塗
装

　
　
〇
　
幸
和
団
地
の
駐
車
場
整
備

　
　
〇
　
民
間
賃
貸
住
宅
建
設
助
成
支

援
事
業
の
実
施

　
　
〇
　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

の
継
続

☆
　
水
道
事
業

　
　
〇
　
水
道
管
の
移
設

　
　
　
　（
道
道
名
寄
遠
別
線
奥
島
橋

架
け
替
え
に
伴
う
移
設
）

　
　
〇
　
水
道
管
路
図
デ
ジ
タ
ル
化
を

継
続

　
　
　
　（
水
道
配
水
管
の
適
正
な
管

理
と
業
務
の
効
率
化
、
漏
水

や
災
害
発
生
時
の
対
応
強

化
）

☆
　
下
水
道
事
業

　
　
〇
　
マ
サ
ロ
ベ
ツ
排
水
区
及
び
中

学
校
川
排
水
区
の
整
備

　
　
　
　（
遠
別
町
特
定
環
境
保
全
公

共
下
水
道
事
業
計
画
に
基
づ

い
た
浸
水
対
策
）

　
　
〇
　
雨
水
対
策
の
強
化

　
　
　
　（
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
に
基
づ
き
浄
化
セ
ン
タ

ー
改
修
）

☆
　
防
災
対
策

　
　
〇
　
歌
越
・
丸
松
に
設
置
す
る
雨

量
遠
方
監
視
シ
ス
テ
ム
の
更

新

　
　
〇
　
賞
味
期
限
を
向
か
え
る
防
災

備
蓄
食
料
品
等
の
導
入

　
　
〇
　
自
主
防
災
組
織
運
営
交
付
金

事
業
の
継
続

☆
　
地
方
創
生
・
人
口
減
少
対
策

　
　
〇
　
結
婚
・
出
産
祝
金
授
与
の
継

続

　
　
〇
　
妊
婦
一
般
健
康
診
査
等
費
用

の
無
料
化

　
　
〇
　
妊
婦
健
康
診
査
等
交
通
費
用

助
成
金
制
度
の
継
続

　
　
〇
　
乳
幼
児
〜
高
校
生
ま
で
の
医

療
費
無
料
化
の
継
続

☆
　
児
童
福
祉

　
　
〇
　
認
定
こ
ど
も
園
「
き
ら
り
」

の
保
育
料
軽
減
措
置
の
継
続

☆
　
高
齢
者
福
祉

　
　
〇
　
旭
温
泉
の
無
料
入
浴
券
配
布

の
継
続

　
　
〇
　
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成

の
継
続

☆
　
検
診
事
業

　
　
〇
　
各
種
が
ん
検
診
・
予
防
接
種

や
特
定
健
診
・
脳
検
診
の
自

己
負
担
額
無
料
化

　
　
〇
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

一
部
無
料
化

☆
　
遠
別
町
立
国
保
病
院

　
　
〇
　
町
立
病
院
か
ら
町
立
診
療
所

へ
の
建
設
に
向
け
た
実
施
計

画
策
定

　
　
〇
　
看
護
師
就
労
奨
励
金
制
度
の

継
続

☆
　
遠
別
町
総
合
教
育
会
議
を
通
じ
、

教
育
委
員
会
と
の
連
携
強
化

☆
　
中
学
校
校
舎
の
屋
体
耐
力
度
調
査

実
施
、
立
地
の
選
定
を
含
め
た
中

学
校
建
設
の
検
討

☆
　
学
校
教
育
の
充
実

　
　
〇
　
小
・
中
学
校
の
補
助
教
材
購

入
補
助
の
継
続

　
　
〇
　
給
食
費
、
中
学
校
指
定
物
品

へ
の
助
成

　
　
〇
　
遠
別
農
業
高
等
学
校
教
育
振

興
会
への
助
成
継
続

☆
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
及
び
英
語
教
育

　
　
〇
　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
（
小
学

校
）

　
　
　
　（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
研
究

実
践
校
と
し
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援

員
の
協
力
）

　
　
〇
　
小
学
校
低
学
年
か
ら
の
英
語

教
育
支
援

　
　
　
　（
英
語
指
導
助
手
の
配
置
）

☆
　
合
宿
の
ふ
る
さ
と
事
業

　
　（
町
外
団
体
の
合
宿
受
入
れ
の
拡

充
、
合
宿
団
体
への
助
成
）

☆
　
地
域
力
の
維
持
・
強
化

　
　
〇
　
学
習
支
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事
業
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小
・
中
学
校
の
学
力
向
上
、

学
習
の
常
習
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け
た
取

り
組
み
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推
進
）

☆
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
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募
集
目
的
と
な
る
地
域
活
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概
要
を
示
し
、
応
募
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の
定
住
に
向
け
、
主
体
性
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重
視
し
、
事
業
を
推
進
）
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行
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サ
ー
ビ
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ポ
イ
ン
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た
ま
〜
る
カ
ー
ド
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シ
ス
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ム
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の
連
携
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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双
方
向
シ
ス
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ム
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広
報
紙
等
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活
用
し
た
情
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発
信
を
積
極
的
に
実
施

　
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
役
割
を

認
識
し
、「
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効

果
」
を
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

遠
別
町
長
　
笹
　
川
　
洸
　
志

む

　す

　び

前
へ
進
む

  

え
ん
べ
つ
の
ま
ち
づ
く
り

－孫・子に残せる遠別－

心
を
大
切
に
す
る

　

 

え
ん
べ
つ
の
や
さ
し
さ

人
を
育
て
る

　
　
　え
ん
べ
つ
の
学
び
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１　時代を拓く、えんべつの経済
町有林造林及び保育事業 2161万5千円

　遠別町の令和３年度予算は、国の地方財政計画を基に、本町の厳しい財政事情を認識しながら行
政評価を取入れ、社会状況の変化に注視しつつ、新たな課題に迅速かつ柔軟に対応し、新型コロナ
対策、少子化・定住対策、住民福祉の向上、医療環境の充実、ＩＣＴの活用、防災など総合的に勘
案して「町民と共に創る街づくり」という視点に立ち、「孫・子に残せる遠別」が持続可能な発展
を遂げていくことができる予算編成を行いました。
　令和３年度の予算規模は一般会計では、４１億２０００万円（前年度当初予算比４．７％減）と
なっております。

一般会計
主な歳入の内訳は、
　地方交付税……２１億２０００万円　　 （前年度当初予算比　０．９％減）
　町債………………３億９０６０万円　　 （前年度当初予算比２２．２％減）
　国・道支出金……３億９５６８万８千円（前年度当初予算比　５．５％減）
　繰入金……………４億８８２４万８千円（前年度当初予算比　４．１％減）
　町税………………２億７７３８万８千円（前年度当初予算比　０．１％減）

　主な歳出（事業等）の内訳を、総合計画の分野に沿ってお知らせします。

令和３年度　予算の概要

森林環境譲与税利活用事業 977万4千円

多面的機能支払交付金事業 4083万7千円
農地・水路・農道等の維持管理及び資質向上を図る活動の支援として

森林整備推進事業、林業専用道等整備事業　他

町有林造林地更新伐事業、町有林造林地下刈事業　他

新規就農者経営発展支援事業 300万円
農業次世代人材投資事業終了後の６年目からの支援策として

後継牛確保対策事業 90万円
安定した乳量と後継牛の確保として

漁港上架施設周辺整備事業 1930万円
上架施設周辺の補装等

景気浮揚経済活性化対策事業 600万円
町内商店の経済対策を目的として

青年部連携地域活性化事業 200万円
町内各団体の青年部が町の活性化を目的に活動する支援として

２　安心できる、えんべつの街
町道路面・歩道等補修工事 3100万円

町道の路面・歩道の補修、区画線引き及び側溝補修工事
橋梁長寿命化修繕事業 5200万円

老朽化している橋梁を計画的に補修
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３　心を大切にする、えんべつのやさしさ

公営住宅整備事業 1億5395万7千円
港団地１棟４戸新築工事及び公営住宅等長寿命化計画見直し業務を含めた、公営住宅建設等事業

住宅リフォーム助成事業 1000万円　

民間賃貸住宅建設助成事業 4000万円
民間住宅８戸の建設費に助成

住宅リフォーム工事、バリアフリー改修工事

交通機関再生運行業務 2321万円
地域住民の交通手段確保

防災行政システム構築業務 6380万円
防災機能強化

北留萌消防組合負担金 1億5612万6千円
水槽付き消防ポンプ自動車購入事業　他

少子化対策及び感染症予防対策 1897万8千円
医療給付費の対象を高校３年生修了まで拡充した子ども医療給付費　　　　   ８５０万円
妊婦一般健康診査等委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ９７万３千円
妊婦健康診査等交通費用助成金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ５０万円
新生児聴覚検査委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 　１１万円
予防接種技術援助委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８８９万５千円

結婚・出産祝い金（まちづくり応援寄附金を充当） 425万円
結婚祝金２０万円、出産祝金１５万円（町内に住所を有する方）

旭温泉高齢者入浴料助成事業 480万円
６５歳以上の方へ温泉入浴券１０枚を交付

高齢者バス・タクシー助成事業 270万円

敬老祝金 241万円

町立診療所建設事業 3788万円
町立病院から町立診療所への建設事業

長寿を祝う敬老祝金として

通院等の交通手段の支援として

改修事業補助金 420万円
特別養護老人ホーム「友愛苑」の施設改修
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おことわり・・・各事業等の金額は所要の予算額であり、直接の工事費や実際の支出金額とは限りません。また、
各事業等の内容は変更される場合がありますので、あらかじめご承知ください。

５　前へ進む、えんべつのまちづくり
地域活性化推進事業 1255万1千円
ＮＰＯ法人「えんおこ」に地域情報の発信、移住交流、学習支援等の活動に従事していた
だき、地域力の維持・強化を図る

行政サービスポイント事業 150万円
町内の各種事業、検診、教室などへの町民の参加促進を図る

姉妹都市交流事業 860万円
キャッスルガー市政７５周年に伴う交流事業を実施

6　特別会計
国民健康保険特別会計 ３億６０４０万７千円

（対前年度比　１．６％減）
後期高齢者医療特別会計 ４９７５万４千円

（対前年度比　３．１％増）
簡易水道特別会計 ２億３１９７万６千円

（対前年度比１６．５％減）

下水道特別会計 ２億６５７１万３千円
（対前年度比１５．3％増）

介護保険特別会計 ３億７７８８万９千円
（対前年度比　１．４％増）

国保病院事業会計 ４億４００３万７千円
（対前年度比　５．５％増）

合宿のふるさと事業補助金 100万円
町民の自発的な文化・スポーツ活動参加と町外団体との交流を図る

1420万円生涯学習センターの維持管理
中央監視装置取替工事

遠別中学校の建替推進及び指定物品購入支援 988万8千円
現中学校校舎の耐力度調査業務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９５０万円
指定物品支給対象補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３８万８千円

４　人を育てる、えんべつの学び
補助教材購入補助金（まちづくり応援寄附金を充当） 166万1千円
小・中学生が利用する補助教材の購入助成を行い、保護者の負担軽減を図る

北海道遠別農業高等学校教育振興会補助金
寄宿舎運営・海外研修・入学時制服等の助成・活性化プロジェクト推進費　３０００万４千円
次世代多目的交流センター管理運営経費　　　　　　　　　　　　　　２２５７万５千円

5257万9千円
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　新型コロナウイルス感染症が未だ終息せず、今年も入場者を制限し、マスク着用のうえで卒園・卒業式が行われました。
　卒園児・卒業生たちの華やかな衣装、真新しい学生服、背が伸び少し丈の短くなった制服、どれも格好よくたくましく
映っていたと思います。
　式終了後、お世話になった先生方や親御さんのもとへと駆け寄り、感謝を伝える子どもたちの姿が印象的でした。これ
からもその素晴らしい心を忘れずに新たな環境でたくさんの思い出を作ってください！

祝　卒園・卒業式祝　卒園・卒業式

３／30　幼児センターきらり　卒園児13名

３／２０　遠別小学校　卒業生１４名

３／１２　遠別中学校　卒業生１３名

３／１　遠別農業高等学校　卒業生２５名
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No.4
　新型コロナウイルスは、私たちの生活を一変させ、経済だけでな
く地域社会においては「学びの場」と言われている各種イベントな
どをことごとく中止に追い込み、私たちから大切なものを奪ってし
まいました。

　しかし一方で、世の中はオンライン化が進み、同時にステイホー
ムによって自宅にいる時間が増えたため、「もっとチャレンジしてみ
たい、好きなことに時間を使いたい、何か自分にできることはないか」など、真剣に自分と向
き合うきっかけが生まれ、それに市場が反応し多種多様なオンラインの講座やコミュニティー
など新しい「学びの形」が拡大しました。
　私たちのように地方に住む人々は、今まで交通費と時間をかけて都会に行かなければ学べな
い講座などを気軽に受講するができるようになり、この新しい「学びの形」の恩恵を受けてい
るとも言えます。

　しかし、このように社会のオンライン化は私たちに恩恵をもたらす一方、ともすれば人と触
れ合う機会が減少し、人間関係が希薄になり精神に悪影響が生じさせるのも事実です。
　みなさんもオンラインなどを利用しつつもその危うさも知り、人と触れ合うことの大切さを
改めて感じているのではないでしょうか？

　幸にも、遠別町は昔から社会教育などに熱心な町であり、各団体が主催するイベントやサー
クル等が活発であり、人と触れ合う機会が多い町です。

　新型コロナウイルスの影響はまだまだ続くと思いますが、これから
はオンラインなどで新しいことにチャレンジしつつ、感染対策をしっ
かり行い、イベントやサークルなどにも参加し、人と触れ合う機会を
大切にしたいものです。

記事：広報委員　堀　政志
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令和３～５年度の介護保険料が決定しました
　3 月 3 日に町介護保険事業計画策定委員会（三浦 睦委員長）から、町長に第 8 期遠別町介護保険事業計

画 ･ 遠別町高齢者福祉計画についての答申があり、3 月議会定例会で遠別町介護保険条例の一部改正が議決

されました。各段階の保険料額については別表のとおりです。

●第 8期介護保険事業計画の内容（令和 3～ 5年度）
区　　　　　　分 給付額（３年間）

施設介護サービス給付費 ４２０，５７４，０００円
居宅介護サービス給付費 １３５，６４２，０００円
介護予防サービス給付費 １４，８４８，０００円
地域密着型サービス給付費 ３２７，５７５，０００円
地域密着型介護予防サービス給付費 ７，４３５，０００円
特定入所者介護（介護予防）サービス費 ９０，７４４，０００円
高額介護（介護予防）サービス費 ２５，６０８，０００円
高額医療合算介護（介護予防）サービス費 ４，０５６，０００円
審査支払手数料 ６７１，８９２円
地域支援事業費 ５１，７６２，０００円

合　　　　　　計 １，０７８，９１５，８９２円

●第 8期介護保険料（令和 3～ 5年度）
保険料段階 対象者 負担割合 年額保険料

第１段階
生活保護を受給している方
世帯全員が町民税非課税で、老齢福祉年金を受給されている方
世帯全員が町民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額が80万円以下の方

0.3 18,360 円

第２段階 世帯全員が町民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額が 80万円を超え
120 万円以下の方 0.5 30,600 円

第３段階 世帯全員が町民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額が120 万円を超える方 0.7 42,840 円

第４段階 世帯の誰かに町民税が課税されているが、本人は町民税非課税で、前年の合計所得金
額＋課税年金収入額が80万円以下の方 0.9 55,080 円

第５段階
（基準額）

世帯の誰かに町民税が課税されているが、本人は町民税非課税で、前年の合計所得金
額＋課税年金収入額が80万円を超える方 1 61,200 円

第６段階 本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が120 万円未満の方 1.2 73,440 円
第７段階 本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が120 万円以上 210 万円未満の方 1.3 79,560 円
第８段階 本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が210 万円以上 320 万円未満の方 1.5 91,800 円
第９段階 本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が320 万円以上の方 1.7 104,040 円

●介護保険給付費の財源

国

調
整
交
付
金

北海道 遠別町
第１号
被保険者

第２号
被保険者

（２０％） （５％） （１２.５％） （１２.５％） （２３％） （２７％）

※施設にかかる給付費は国が 15%、北海道が 17.5% を負担します。

※調整交付金は、各保険者により異なります。

■　福祉課保険係　☎ 01632 － 7－ 2114
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国民健康保険税の税率が変わります
　平成 30 年度から国民健康保険制度は北海道が主体となって運営（広域化）され、北海道より提示される

納付金を遠別町が納めることになりました。

　納付金の大部分は国民健康保険税により徴収することとなっておりますが、令和 3 年度分として提示され

た納付金を納めるためには、現在の税率では不足することが見込まれ、基金の状況も考慮し、税率改正が必

要となりました。

　税率改正により国保加入者の皆様のご負担が増加することになりますが、今後とも国保の運営にご理解、

ご協力をよろしくお願いいたします。

●改正内容について
令和３年３月まで 令和３年４月から 差分
税率 限度額 税率 限度額 税率 限度額

医
療
分

所得割 5.50％

６３万

8.00％

６３万

2.50％増

据置
資産割 32.00％ 30.00％ ▲ 2.00％減
均等割 21,300 円 27,500 円 6,200 円増
平等割 22,800 円 28,400 円 5,600 円増

支
援
分

所得割 2.50％

１９万

3.00％

１９万

0.50％増

据置
資産割 10.00％ 11.00％ 1.00％増
均等割 6,000 円 9,500 円 3,500 円増
平等割 8,000 円 9,800 円 1,800 円増

介
護
分

所得割 1.10％

１７万

1.50％

１７万

0.40％増

据置
資産割 7.00％ 7.00％ 据置
均等割 7,000 円 9,500 円 2,500 円増
平等割 5,000 円 7,500 円 2,500 円増

所得割とは　…　世帯の所得に対して計算される額

資産割とは　…　世帯の資産に対して計算される額

均等割とは　…　世帯の加入者数に対して計算される額

平等割とは　…　１世帯当たりに対して計算される額

限度額とは　…　国民健康保険税の最高課税限度額を定めた額

●均等割軽減制度について
軽減種別 軽減基準（世帯主及び国保加入者の合計所得）
7割軽減 　43万円　＋｛10万円　×　（給与所得者等の数－１）｝以下

5割軽減
　43万円　＋　（28.5 万円　×　国保加入者数）

　　　　　　　　　　＋｛10万円　×　（給与所得者等の数－１）｝以下

2割軽減
　43万円　＋　（52.0 万円　×　国保加入者数）

　　　　　　　　　　＋｛10万円　×　（給与所得者等の数－１）｝以下
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　ここからは遠別町の国民健康保険の現状についてご説明いたします。

●医療費が増えています！
　右のグラフは平成 26 年度からの

医療費の総額と被保険者数の関係を

表したものです。

　平成 26 年度に 766 人いた被保

険者は令和元年度には 612 人まで

減少（約20％減）しているのですが、

支払っている医療費は 221,018

千円（令和元年度）となっているた

め、一人当たりの医療費は 1.4 倍
（25.7 万円から 36.1 万円）に増

加しています。

 

●特定健診を受診して下さい
　右のグラフは 40 歳から 74 歳ま

での国保の方が受診することができ

る健康診断（特定健康診査）の受診

率を表したものです。

　全保険者の平均が 50% を越えて

いるのに対し遠別町では 30% 台に

止まっています。

　遠別町民の方は町立国保病院で通

年、各種がん検診とセットで夏と冬

の年 2 回、無料で受診することが

できます。

　また、令和 3 年度は夏の特定健診を 2日間実施いたします。今まで都合の付かなかった方も、是非特定健

診を受けて下さい。

 

～担当者から～

　特定健診の受診率向上は、身体の異常の早期発見による医療費の抑制だけでな

く、国や北海道からの交付金の増額につながり、国保税の上昇を抑制することが

できます。

　個人的に他市町村の医療機関で受けられている健康診断（人間ドック等）は、

特定健診受診率にカウントすることができませんので、是非遠別町が行う無料の

特定健診を受診し、受診率向上にご協力願います。

196,769

222,764 223,875

199,864

205,825

221,018766

703
693

658
656

612
600
620
640
660
680
700
720
740
760
780

180,000

190,000

200,000

210,000

220,000

230,000

H26 H27 H28 H29 H30 R01

（人）（百万円）
医療費と被保険者数の関係

医療費総額 被保険者総数

29.96% 29.82%

35.15%

31.95%
34.76%

35.25%
36.60%

48.59% 50.14% 51.42%
53.06%

54.72%

25.00%

30.00%

35.00%

40.00%

45.00%

50.00%

55.00%

60.00%

H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02

特定健診受診率

遠別町 全保険者
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国民年金保険料は納付期限までに納めましょう！
　令和３年４月分から令和４年３月分までの国民年金保険料は、月額１６，６１０円です。

　保険料は、日本年金機構から送付される納付書により、金融機関・郵便局・コンビニエンスストアで納め

ることができます。

　また、クレジットカードやインターネット等を利用しての納付、そして便

利でお得な口座振替もあります。

　毎月の保険料の納付期限は、「翌月の末日」です。

　保険料の納め忘れがあると、万一障害や死亡といった不慮の事態が発生した

時に、障害基礎年金や遺族基礎年金が受けられない場合がありますので、必

ず納付期限までに納めてください。

　なお、所得が少ないなど保険料の納付が困難な場合は、保険料が免除・猶

予される制度がありますので、役場の国民年金窓口へご相談ください。

■　稚内年金事務所　☎ 0162 － 32－ 1941

住宅リフォーム助成事業 実施中！
　住環境を整備していただき、町内定住につなげていただくため、本年度

も引き続きリフォーム工事及びバリアフリー工事の一部助成を行います。

　リフォーム助成を既に受けた方でも、バリアフリー助成を受けていない

方は、その分は助成対象になります。

　住宅リフォーム工事を検討されている方がおりましたら、お気軽にご相

談ください。

■　建設課技術係・管理係　☎ 01632 － 7－ 2115

水道料金の軽減について
　新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、町民皆様の生活や経済活動を支援するた

め、引き続き水道料金のうち基本料金を令和３年４月から令和４年３月分まで軽減いた

します。

　なお、軽減に関する手続きは不要です。

　ご不明な点がございましたら　役場建設課水道係までお問い合わせください。

■　建設課水道係　☎ 01632 － 7－ 2115
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令和３年度自衛官等採用試験のご案内
●自衛隊幹部候補生（一般）大卒程度試験

資　　格 令和４年４月１日現在
日本国籍を有し、２２歳以上２６歳未満の者（２０歳以上２２歳未満の者は大卒（見込み含））

受付期間 令和３年３月１日（月）～４月２８日（水）
試験期日 １次試験：５月８日（土）・９日（日）
試験会場 陸上自衛隊旭川駐屯地（旭川市春光町）

●一般曹候補生（第１回目）
資　　格 日本国籍を有し、採用予定月の１日現在、１８歳以上３２歳以下の男女
受付期間 ３月１日（月）～５月１１日（火）
試験期日 第１次試験：５月２１日（金）～３０日（日）（いずれか１日を指定）
試験会場 陸上自衛隊旭川駐屯地（旭川市春光町）

●自衛官候補生
資　　格 日本国籍を有し、採用予定月の１日現在、１８歳以上３２歳以下の男女
受付期間 年間を通じて行っております。
試験期日 受付時にお知らせします。
試験会場 受付時にお知らせします。

●お問い合わせ先
　稚内市大黒 4 丁目 6-34（バス通り沿い）

　自衛隊旭川地方協力本部稚内地域事務所

　　　℡（０１６２）２３－２７２１

令和３年度 調理師試験受験案内
１ 試験日時　令和３年８月２５日（水）午後１時３０分 ～ 午後４時 まで

２ 試験地　稚内市 

３ 受験資格

　学校教育法第５７条（高等学校入学資格）に規定する者で、多数人に対して飲食物を調理して供与する寄

宿舎、学校、病院等の施設又は飲食店営業、魚介類販売業、そうざい製造業等に該当する営業において令和

３年５月２１日までに２年以上調理の業務に従事した者

４ 試験科目及び試験方法

　　食文化概論、公衆衛生学、栄養学、食品学、食品衛生学及び調理理論について筆記試験を実施

５ 受験願書の提出先、提出書類及び受付期間

　　（１）提 出 先　　留萌保健所　または　留萌保健所天塩支所

　　（２）提出書類　　①調理師試験受験願書　　　　　１部（６，９００円分の北海道収入証紙を貼付）

　　　　　　　　　　 ②調理師試験受験者整理カード　１部

　　　　　　　　　　　（出願前３ヶ月以内に脱帽して、正面上半身を撮影した写真を貼付）

　　　　　　　　　　 ③調理師試験入力通知書　　　　１部

　　（３）受付期間　　令和３年５月１０日（月）から 令和３年５月２１日（金）まで

　　　　　　※郵送の場合、令和３年５月２１日までの消印のあるものに限り受け付けます。

【 受験願書の配布及び問い合わせ先 】

　北海道留萌保健所　企画総務課　企画係　電話：0164 － 42 － 8326

　北海道留萌保健所　天塩支所　　　　　　電話：01632 － 2 － 1179
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町職員人事異動
４月１日付け配置替・採用・派遣等

配　　　置 職　　　名 氏　　　　　名 前　　職

総 務 課

総務係主事 秋　山　嵩　樹 新規採用

総務係主事補 福　久　沙里緒 住民課住民係主事補

財政係兼出納室出納係主事 菅　原　大　樹 経済課農政係併農業委員会農地係主事

財政係兼出納室出納係主事補 北　畠　颯　馬 福祉課保健指導係主事補

総務課付（道派遣） 池　田　智　彦 財政係兼出納室出納係主事

住 民 課

住民課長 室　矢　英　樹
福祉課長兼幼児センター長兼
地域包括支援センター長兼介
護予防支援事務所長

主幹兼住民係長事務取扱 髙　橋　　　勝 住民係長

住民係主事 田　村　美　香 総務課総務係主事

生活広報係長 守　屋　佳　貴 総務課企画振興係主任

税務係長 清　水　　　忍 経済課農政係長

税務係主事 中　山　広　大 教育委員会社会教育係主事

生活広報係兼税務係主事補 角　道　　　駿 新規採用

福　祉　課

福祉課長兼幼児センター長兼地
域包括支援センター長兼介護予
防支援事務所長

齊　藤　晶　夫 会計管理者兼出納室長

保険係主査 越　谷　啓　吾 保険係主任

幼児センター園長 鬼　頭　善　恵 幼児センター主査保育士

幼児センター主査保育士 千　葉　裕　子 幼児センター主任

幼児センター保育士 遠　藤　鞠　菜 新規採用

幼児センター保育士 川　畑　未　来 新規採用

経　済　課

主幹兼農政係長事務取扱 愛　場　　　彰 教育委員会次長補佐兼学校教
育係長事務取扱

農政係主任 藤　岡　五十仁 建設課管理係主任

商工観光係長 石　田　雅　人 住民課税務係長

商工観光係主事補 井　原　百桃香 新規採用
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３月３１日付け退職
配　　　置 職　　　名 氏　　　　　名

住 民 課 税務係主査（再任用職員） 佐々木　　　公

福 祉 課
幼児センター園長 竹　腰　ヒデ子

幼児センター主任 東海林　順　子

教育委員会
教育次長 瀧　川　　　太

遠別小学校公務補（再任用職員） 村　林　久米男

国保病院 給食係管理栄養士（再任用職員） 佐々木　久美子

４月１日付け採用（再任用職員）
配　　　置 職　　　名 氏　　　　　名

福 祉 課 保健指導係主査 原　田　文　隆

農業委員会 農地係主査 橋　本　初　昭

教育委員会
学校教育係主査 瀧　川　　　太

遠別中学校公務補 長　尾　慶　之

国保病院 臨床検査科臨床検査技師 谷　　　桂　子

配　　　置 職　　　名 氏　　　　　名 前　　職

建　設　課 管理係主事 松　本　一　希 経済課商工観光係主事

出　納　室 会計管理者兼出納室長 佐　藤　克　久 経済課主幹兼商工観光係長事務取扱

教育委員会

教育次長 緒　方　　　章 住民課長兼生活広報係長事務取扱

主幹兼社会教育係長事務取扱 齊　藤　　　健 社会教育係長

社会教育係主事補 鎌　田　悠　汰 新規採用

学校教育係長 阿　部　　　淳 総務課財政係兼出納室出納係主任

管理指導係兼社会教育係主事補 吉　村　巧　佑 管理指導係主事補
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運動期間
令和３年４月２０日(火)から３０日(金)まで
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警察署から警察署から

消防消防署ホームページ
http://www.town.embetsu.hokkaido.jp/shobo/

　住宅用火災警報器が設置義務化されてから１０年以
上が経過しています！まだ設置されていない家庭は早期
に設置しましょう！
　電池の寿命は約１０年とされています。電池切れのな
いよう定期的に点検または交換をしましょう！
　火災はちょっとした不注意から多数発生しています！
火の取扱いには十分注意し、外出の際は火の元を点検
しましょう！

☆冬期間の防火水槽や消火栓周囲の除雪にご協力頂き、
ありがとうございました！

不明な点は遠別消防署予防係までご相談ください。
TEL　０１６３２－７－２１１９

春の全道火災予防運動が始まります！

消防支署から

全国統一標語
その火事を　防ぐあなたに　金メダル

山菜採りによる事故の防止
『慣れた山にも、隠れた危険が！』

～家族に行き先を知らせ、万一に備えた装備を～

　例年、４月に入ると、行者ニンニクやタケノコ等の山
菜を求めて入山し、山中で道に迷ったり、沢に転落する
事故が発生しています。
　慣れた山でも、油断による「危険な落とし穴」がある
ことを忘れず、次の点に注意しましょう。

（１）行き先を家族に伝えましょう。
　行き先がわからないと、捜索開始が遅れます。
　行き先や帰宅時間を家族に伝えましょう。

（２）無理に山奥に入らないようにしましょう。
　慣れた山でも、油断は禁物です。
　自分の体力や体調、天候や時間に合わせた行動を
しましょう。

（３）単独での入山は避けましょう。
　万が一、迷ったり、怪我をした場合、一人では救
助要請ができません。
　なるべく、複数で出掛けましょう。
　また、山の中では、絶えず声を掛け合いながら、
お互いの位置を確認しましょう。

（４）目立つ色の服装で入山しましょう。
　万が一遭難した場合、ヘリコプターが上空から救助
に向かう場合もあります。
　上空からは、赤色や白色系の服装が目立ち、発見
されやすくなります。

（５）携帯電話やホイッスルを持ちましょう。
　携帯電話があれば、非常時の連絡手段として、助
けを求めることができます。
　また、ホイッスルがあると、周囲に自分の存在を知
らせることができます。

（警察本部交通部交通企画課）
天塩警察署　℡２‐２１１０
遠別駐在所　℡７‐２１１０
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※　上記の内容は変更になる場合がありますので、あらかじめ各自で確認してください。

4 月 （April）
15㈭

16㈮

17㈯

18㈰

19㈪ マナピィ・21 図書室休館

20㈫

21㈬

22㈭

23㈮

24㈯

25㈰ マナピィ・21 図書室休館

26㈪ マナピィ・21 図書室休館

27㈫

28㈬

29㈭ 【昭和の日】
マナピィ・21 図書室休館

30㈮

5 月 （May）
1 ㈯

2 ㈰

3 ㈪ 【憲法記念日】
マナピィ・21 図書室休館

4 ㈫ 【みどりの日】
マナピィ・21 図書室休館

5 ㈬ 【こどもの日】
マナピィ・21 図書室休館

6 ㈭

7 ㈮

8 ㈯

9 ㈰ マナピィ・21 図書室休館

10㈪ マナピィ・21 図書室休館

11㈫

自動車運転免許更新時講習（天塩町）
10：00 ～初回
13：00 ～優良
13：45～一般
15：00～違反

12㈬ 自動車運転免許更新時講習（幌延町）
18：30 ～優良

13㈭

14㈮

15㈯

町のカレンダー ２０２１

○　ごみに関するご不明な点は、『ごみガイドブック』をご覧いただくか、西天北五町衛生施設組合（☎５－1154）
又は住民課生活広報係（☎７－2113）にお問い合わせください。

曜日 月 火 水 木 金 5月収集の粗大ごみ

種類 生ごみ
ペットのふん 一般ごみ 資源ごみ全般

紙おむつ等・衣類等
生ごみ

ペットのふん
農村地区のみ
５種類を全部

申込期限　4 月 28 日（水）
収 集 日　5 月　1 日（土）
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皆様のご意見・ご感想をお待ちしております。

町へひとことご意見箱 も ご利用ください。

〒098-3543
遠別町字本町３丁目３７番地 TEL

FAX
遠別町住民課生活広報係

（01632）７－2113
（内 線 113・114）
（01632）７－3695

E－mail：seikatsu.kouhou＠town.
　　　　 　　embetsu.hokkaido.jp

（記事や写真の無断転載は固く禁じます）

（令和３年3月31日現在）
（令和3年3月31日現在）

1058
日目

人口

世 帯

新入学児童へ『傘』寄贈
　３月３０日、交通安全協会（萩谷 泰夫会長）様から、新入

学児童へ『傘』が寄贈されました。

●男   1,213人（－10）
●女   1,320人（+1）

2,533人
（－9）

1,314（－2）

多世代交流会 赤飯配布
　３月２６日、「なごーみ」において、遠別町社会福祉協議会

から町内の方々に赤飯が配布されました。この赤飯は町内の

農家さんからいただいたもち米を使用して作られたもので、

生活保健部会が朝から一つ一つパック詰めを行いました。

　また、子どもたちには３０個限定で折り紙で作られた大

人気キャラクターやお菓子が入ったお楽しみ袋がプレゼン

トされました。

遠別町教育実践表彰
　大中 久美子氏は、遠別町女性団体連絡協議会会長として

長きにわたり団体の活動に尽力され、地域活動に貢献されま

した。

　また、小澤 真弓氏は遠別小学校長として、小学校の教育活

動に尽力され、本町の教育の充実、発展に貢献されました。

　その功績が称えられ、３月２５日、佐藤教育長から２名に

表彰状が贈呈されました。

地域貢献活動に感謝！
　３月１７日、地域貢献活動として遠別中学校の除雪作業を

行い、学校の環境整備に尽力された（株）大垣重興（代表取

締役 吉村 巧）様に笹川町長から感謝状が手渡されました。

　また、同日、地域貢献活動として遠別中学校のスキー授業

に伴う通路確保作業を行い、教育の振興に貢献された大成

ロテック（株）北海道支社（支社長 柳田 恭志）様に笹川町長

から感謝状が手渡されました。

大成ロテック（株）北海道支社　様 （株）大垣重興　様 小澤　真弓　氏 大中　久美子　氏

今月の
納 税 4/30納期

軽自動車税（全期）


